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http://fukutora.lat37n.com/ 福島県トラック協会 検索

　福島県トラック協会のホームページでは会員各位において必要な情報をいち早くお知らせし
ております。
　会員専用ページにおいては、様々な情報取得が可能となり、各申請書・帳票関係様式もPDF
やExcel、Wordデータで掲載しております。
　今後もホームページの充実化を図り、よりタイムリーで的確な情報発信を行ってまいります
ので、積極的にご活用いただきますようよろしくお願いいたします。
※会員専用ページを閲覧する場合はパスワードを入力しログインしてください。
　なお、会員パスワードは１か月毎に変更（毎号「わだち２ページ下段に表示」）されますので、適宜ご確認ください。
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　福島県トラック協会による「業界イメージアップ」、「人
材確保対策」事業の一環である物流交流授業が前年に続き２月
16日㈫福島市立森合小学校において開催された。
　同授業は小学５年生の学習指導要領に準拠した社会科授業と
連携し、物流の仕組み及び物流の主役であるトラック輸送
の役割や重要性について授業を通して伝えながら、トラック
運送業界に関心を持たせることで、将来のトラック運送業界を
担う若年労働力確保につなげることを目的としており、社会貢
献事業のツールとしても大きな期待が寄せられている。
　当日は同校５年生４クラスの児童123人を対象に、３・４校時目の２コマを使用し屋内・屋外の
施設にて授業が行われた。
　はじめに同校教員による物流（トラック輸送）に関する基礎授業、続いて２班に分かれ県ト協青
年部会員を講師とした座学とトラック体験授業が実施され、座学では「物流のひみつ」と題し
て、トラック輸送と工場・生産者・消費者との関係性を結びつけての物流の成り立ちや、トラック
業界が取り組んでいる交通安全対策、環境問題対策、自然災害発生時のトラックによる緊急物資輸
送等について、パワーポイントを使用し分かりやすく説明。
《 座 学 の 様 子 》 　　　　　【「物流のひみつ」について熱心に授業を受ける生徒達】

　トラック体験授業では、屋外に準備した２台のトラック（大型ウィング車、中型パワーゲート
車）について、装着している安全装置の説明や荷物の積載量等をわかりやすく説明し、児童を運転
席に座らせ実際にドライバーの目線を体験してもらう乗車体験、開閉したウィング車やパワーゲー
ト車の荷台に上げさせるなど、トラックに直に触れる時間を多く設け、児童は初めて見るトラック
の大きさや機能性等について驚きの様子を隠せない様子であった。
　また、トラック体験授業には県ト協マスコットキャラクター「ふくトラくん」も登場し、記念撮
影や交流も図り、児童は大喜びでトラック体験授業を楽しんだ。
《トラック体験授業の様子》  【大型トラック運転席への乗車、パワーゲート体験、ふくトラくんとの交流を楽しんだ】

　授業終了後、小野田部会長は「昨年と違いコロナ禍の中、感染予防対策の問題や、福島県沖地震の
発生もあり開催が危ぶまれたが、森合小学校、青年部、女性部会員のご協力により無事に開催する事が
できた」と感謝を述べ、「物流交流授業をより良いものとするために内容をしっかり精査し、他の地域の
小学校でも開催できるよう、教育関係者・機関に要請し活動を継続していきたい」と力強く語った。

福島県トラック協会が“物流交流授業”を開催福島県トラック協会が“物流交流授業”を開催福島県トラック協会が“物流交流授業”を開催トピックストピックス

【小野田部会長によるあいさつの様子】
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令和２年度トラック運送事業者のための人材確保セミナーが２月
４日㈭に郡山市「県中研修センター」において開催された。

今回のセミナーは昨今の新型コロナウイルス状況も鑑み、セミ
ナー会場の参加人数に制限を設け、会場に来れない参加者に向け、
オンラインツール（Zoom）を活用したWEBでの配信も同時に行い
ながら、コロナ禍に対応したセミナースタイルで実施。

当日は会場15名、WEB視聴者30名、計45名が参加した。
セミナーでは、人材育成、物流現場改善などのコンサルティング

で数々の実績を残されているロジクエスト㈱　清水 一成 氏を講師
に２部構成で行われ、第１部では「福島県内における雇用情勢及び
人材確保に向けたリクルート戦略」のテーマのもと新卒採用、人材
育成に費用をかける重要性、効果的な求人方法の実例などが紹介さ
れ、第２部では「人材の採用・定着への効果的な取り組み方法～人
財が定着する秘訣とは？特効薬はあるのか？～」について中核社員
のキャリアアップ事例、実際の人材評価改善事例などが紹介され
た。参加者からは「今回紹介された他社の取組みを参考に自社の人

材採用、育成に活用していきたい」など好意的な意見が多く、県ト協初めての試みとなったオンラ
イン配信セミナーは成功裡に終了した。

令和２年度トラック運送事業者のための
人材確保セミナー（WEBセミナー）を開催
令和２年度トラック運送事業者のための
人材確保セミナー（WEBセミナー）を開催
令和２年度トラック運送事業者のための
人材確保セミナー（WEBセミナー）を開催

県 ト 協県 ト 協

【清水 一成 氏による講演の様子】

【実際のオンラインツール
　　　　　　 （Zoom）画面】

　令和２年度広報委員研修会が２月12日㈮に郡山市「ビッグパレッ
トふくしま」において、委員８名が出席し開催された。
　当研修会は、県ト協広報委員会としては初めての試みで、今後県
ト協が推進する広報戦略事業をより効果的に行うヒントを得るため
にフリーアナウンサーの鈴木 美伸 氏を講師にお招きし「今求めら
れる言葉のチカラ」をテーマに、トラック運送業界に必要とされる
広報の在り方、人材確保に向けたSNSの活用方法及び有効性につい
て講義が行われた。

　また、広報委員研修会終了後に第３回広報委員会（松島 輝 委員
長）が開催され、今年度県ト協が実施した、広報・人材確保ＰＲ、ＩＴ
支援事業の進捗状況報告及び次年度の同事業計画について審議
し、今後のトラック運送業界が必要とされる広報の在り方、人材確
保、ＩＴ支援対策事業における各施策について協議された。特に「ト
ラックの日」キャンペーン事業については、コロナ禍の現状を考慮し、
今後の動向を見極めながら、これまでとは違った事業を展開するこ
とでまとまり、新年度から具体的な協議が行われることとなる。

令和２年度広報委員研修会及び
第３回広報委員会を開催
令和２年度広報委員研修会及び
第３回広報委員会を開催
令和２年度広報委員研修会及び
第３回広報委員会を開催
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【鈴木 美伸 氏による講演の様子】

【広報委員会の様子】
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代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

962-0052
須賀川市西川字西田7番地182

962-0836
須賀川市並木町117-1-105

965-0052
会津若松市町北町大字始字深町67

965-0025
会津若松市扇町38

郵便番号
住所

郵便番号
住所

事業所名
（支店・営業所代表者）
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青年部会青年部会 （公社）全日本トラック協会 青年部会が全国大会を開催（公社）全日本トラック協会 青年部会が全国大会を開催（公社）全日本トラック協会 青年部会が全国大会を開催
　令和２年度（公社）全日本トラック協会青年部会全国大会は
大会テーマ「つなぐ想い～地域を支える物流業界へ～」のも
と、２月19日㈮に全ト協青年部会初めての試みとなるYouTube
でのLive配信にて開催した。大会は「青年経営者等による先進
的な事業取組に対する顕彰」における概要、審査委員会委員長
講評、受賞事業の概要、各青年組織メッセージムービー紹介、
(公社)全日本トラック協会青年部会の活動報告、各青年組織の
社会貢献活動紹介及び下記テーマによる講演会が実施され、次
代の物流業界を担う視聴者達は、今後の事業経営における知識
の上積みを図った。新型コロナウィルスの影響により、従来通
りの形式で大会を開催する事はできなかったが、全ト協青年部会執行部と全国の青年組織有志の熱
意によりオンラインを活用した新たな形で無事開催され、大会は成功裡に終了した。

【（公社）福島県トラック協会　青年部会
　小野田部会長によるメッセージムービーの様子】

青年部会青年部会 青年部会が令和2年度全体研修会（オンライン）を開催青年部会が令和2年度全体研修会（オンライン）を開催青年部会が令和2年度全体研修会（オンライン）を開催
　福島県トラック協会青年部会（小野田 弘明 部会長）は２月20日
㈯に青年部会初めての試みとなるオンライン研修会を開催した。
　研修会では社会保険労務士／行政書士の瀧澤 学 氏をお招き
し「運輸局・労基署監査最新情報と働き方改革関連法への対応
及び働きやすい職場認証取得に向けて」をテーマに講演が行わ
れ、Web会議ツール「Zoom」にて講演内容を配信した。
　当研修会は昨年にも瀧澤講師に依頼していたが、コロナ禍の
為、断念した経緯があり１年越しの開催となった。

　講演の質疑応答ではオンラインにも関わらず参加者から多くの質問が寄せられ、労務環境整備に
対する関心の高さがうかがわれる研修会となった。

【瀧澤氏による講演の様子】

テーマ  「国際秩序変動の今こそ物流業の取るべき構え」
講　師     ㈱山猫総合研究所  代表 三浦 瑠麗 氏（国際政治学者）

研
修

（
講
演
）

県中支部が交通安全活動・被害者支援基金贈呈式を実施県中支部が交通安全活動・被害者支援基金贈呈式を実施県中支部が交通安全活動・被害者支援基金贈呈式を実施支　部支　部

　県中支部（松島　輝 支部長）は１月20日㈬に郡山市「郡山警察署」に
おいて郡山地区交通安全協会へ交通安全活動基金の贈呈式を実施した。
　また、同日に郡山市「郡山北警察署」において郡山北地区交通安
全協会、ふくしま被害者支援センターへ交通安全活動基金、被害者
支援基金の贈呈式をそれぞれ実施した。
　同事業は郡山地区交通安全協会へ39回目、郡山北地区交通安全協
会へ19回目、ふくしま被害者支援センターへ５回目の贈呈となり、
交通安全協会へそれぞれ５万円。ふくしま被害者支援センターへ３
万円が寄付された。当事業の寄付金は交通安全に関する教育・啓発
活動等に活用される。

【郡山北地区交通安全協会へ
　　基金を贈呈する松島支部長】
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青年部会青年部会 （公社）全日本トラック協会 青年部会が全国大会を開催（公社）全日本トラック協会 青年部会が全国大会を開催（公社）全日本トラック協会 青年部会が全国大会を開催
　令和２年度（公社）全日本トラック協会青年部会全国大会は
大会テーマ「つなぐ想い～地域を支える物流業界へ～」のも
と、２月19日㈮に全ト協青年部会初めての試みとなるYouTube
でのLive配信にて開催した。大会は「青年経営者等による先進
的な事業取組に対する顕彰」における概要、審査委員会委員長
講評、受賞事業の概要、各青年組織メッセージムービー紹介、
(公社)全日本トラック協会青年部会の活動報告、各青年組織の
社会貢献活動紹介及び下記テーマによる講演会が実施され、次
代の物流業界を担う視聴者達は、今後の事業経営における知識
の上積みを図った。新型コロナウィルスの影響により、従来通
りの形式で大会を開催する事はできなかったが、全ト協青年部会執行部と全国の青年組織有志の熱
意によりオンラインを活用した新たな形で無事開催され、大会は成功裡に終了した。

【（公社）福島県トラック協会　青年部会
　小野田部会長によるメッセージムービーの様子】

青年部会青年部会 青年部会が令和2年度全体研修会（オンライン）を開催青年部会が令和2年度全体研修会（オンライン）を開催青年部会が令和2年度全体研修会（オンライン）を開催
　福島県トラック協会青年部会（小野田 弘明 部会長）は２月20日
㈯に青年部会初めての試みとなるオンライン研修会を開催した。
　研修会では社会保険労務士／行政書士の瀧澤 学 氏をお招き
し「運輸局・労基署監査最新情報と働き方改革関連法への対応
及び働きやすい職場認証取得に向けて」をテーマに講演が行わ
れ、Web会議ツール「Zoom」にて講演内容を配信した。
　当研修会は昨年にも瀧澤講師に依頼していたが、コロナ禍の
為、断念した経緯があり１年越しの開催となった。

　講演の質疑応答ではオンラインにも関わらず参加者から多くの質問が寄せられ、労務環境整備に
対する関心の高さがうかがわれる研修会となった。

【瀧澤氏による講演の様子】

テーマ  「国際秩序変動の今こそ物流業の取るべき構え」
講　師     ㈱山猫総合研究所  代表 三浦 瑠麗 氏（国際政治学者）

研
修

（
講
演
）

県中支部が交通安全活動・被害者支援基金贈呈式を実施県中支部が交通安全活動・被害者支援基金贈呈式を実施県中支部が交通安全活動・被害者支援基金贈呈式を実施支　部支　部

　県中支部（松島　輝 支部長）は１月20日㈬に郡山市「郡山警察署」に
おいて郡山地区交通安全協会へ交通安全活動基金の贈呈式を実施した。
　また、同日に郡山市「郡山北警察署」において郡山北地区交通安
全協会、ふくしま被害者支援センターへ交通安全活動基金、被害者
支援基金の贈呈式をそれぞれ実施した。
　同事業は郡山地区交通安全協会へ39回目、郡山北地区交通安全協
会へ19回目、ふくしま被害者支援センターへ５回目の贈呈となり、
交通安全協会へそれぞれ５万円。ふくしま被害者支援センターへ３
万円が寄付された。当事業の寄付金は交通安全に関する教育・啓発
活動等に活用される。

【郡山北地区交通安全協会へ
　　基金を贈呈する松島支部長】

　　　 県南支部、相双支部が安全祈願祭を開催
　県南支部（橋本 一美 支部長）は１月20日㈬に泉崎村「白河の関ト
ラックステーション」において支部役員20名が参加し、毎年恒例の
安全祈願祭を開催した。

　また、相双支部（佐藤信成支部
長）も２月５日㈮に南相馬市「ホテ
ルラフィーヌ」において同祈願祭を
開催し支部役員13名が参加した。
　今回の安全祈願祭は両支部共にコ
ロナウイルス感染症対策の為、役員のみの参加で執り行われた。
　祈願祭では橋本県南支部長、佐藤相双支部長がそれぞれ玉串を捧げて
支部会員事業所及び関係者の一年における無事故・無災害を祈願した。

　　　 いわき支部が運行管理者試験対策勉強会及び運行管理者一般講習会を開催
　いわき支部（鈴木　健仁　支部長）は１月28日㈭いわき市「いわき
方部共同休憩所大会議室に」おいて、支部会員を対象とした「運行
管理者試験対策勉強会」を開催した。本勉強会は今年度２回目で、
平中央自動車学校のご協力を得て開催した。
　当日は25名が参加し、運行管理者基礎講習テキストを教材に使用
して本番を想定した模擬テストも実施した。
　いわき支部では、今後もより多くの合格者を輩出することを目指
して、次年度においても下記日程で８月、３月の試験日前に２回開催する予定となっている。

　また、２月24日㈬には同会場において、支部会員対象の「運行管
理者一般講習会」も開催した。本講習会は今年度３回目となり、勉
強会に続き、平中央自動車学校のご協力を得ての開催となった。
　当日は32名が参加し、運行管理者としての必要な知識の上積みを
図った。
　なお、同講習会は次年度も継続され、基礎講習と併せて下記の日
程で開催する予定となっている。

支部だより支部だより支部だより支　部支　部

※申込み・問合せ先：平中央自動車学校
ＴＥＬ：０２４６－２６－３４２９

※申込み・問合せ先：平中央自動車学校
ＴＥＬ：０２４６－２６－３４２９

※申込み・問合せ先：いわき支部　ＴＥＬ：０２４６－５８－８２２３※申込み・問合せ先：いわき支部　ＴＥＬ：０２４６－５８－８２２３

運行管理者試験対策勉強会
１回目  2021年7月29日㈭  　　　  　2回目  2022年1月26日㈬

　　　　　　　　　　　　　　　　　一般講習会
 １回目  2021年　6月25日㈮　 2回目  2021年　7月　5日㈪　 3回目  2021年　9月12日㈰
 4回目  2021年10月27日㈬　 5回目  2021年12月12日㈰　 6回目  2021年12月16日㈭
 7回目  2022年　1月28日㈮

　　　　　　　　　　　　　　　　　基礎講習会
１回目  2021年  ５月25日㈫～27日㈭　　 2回目  2021年6月13日㈰、14日㈪、21日㈪
3回目  2021年11月24日㈬～26日㈮
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令和3年度 整備管理者選任前研修のご案内令和3年度 整備管理者選任前研修のご案内令和3年度 整備管理者選任前研修のご案内国 交 省国 交 省

道路運送車両法施行規則第31条の４の規定に基づき、令和３年度の整備管理者選任前
研修を下記により実施します。
なお、引き続き「新型コロナウイルス感染症対策の基本方針」に基づき、一回の研修
について定員を100名と設定し、申込が100名を超えた場合、抽選により受講者を決定
させていただきます。
受講を希望される方は、別紙「整備管理者選任前研修受講申込書」に必要事項を記入
し、第１回～第５回の各研修の受講申請期間内に、福島運輸支局検査・整備・保安部門
あてFAXにてお申し込みください。

１．研修日及び受講申請期間

※ 第一回講習時間は午後を予定しており、13時受付開始、13時30分～16時研修終了となります。
※ それ以外については、午前か午後どちらかの研修を受講していただければ研修終了となります。
　午前 ９時30受付開始 10時00分～12時30分研修終了。
　午後13時30分受付開始 14時00分～16時30分研修終了。

２．研修会場
　　（公社）福島県トラック協会　県中研修センター（郡山市喜久田町卸３丁目５）

３．受講申込及び研修に関する問い合わせ先

　研修全般に関する問い合わせ等は、会場（県中研修センター）ではなく、必ず
  福島運輸支局（下記問い合わせ先）へ照会してください。

　東北運輸局福島運輸支局　検査・整備・保安部門　保安担当
TEL　024 - 546 - 0345（問い合せ先）
FAX　024 - 546 - 3756（受講申請先）

４．注意事項、その他
　　⑴ 会場、日程等が変更になる場合は、支局担当者からお知らせいたします。
　　⑵ 受講申請書は運輸支局及びバス、タクシー、トラックの各協会にも備えています。
　　    また、福島運輸支局のホームページからの取得可能です。
　　⑶ 受講料、資料代等は無料です。筆記用具、メモ用紙等を持参してください。
　　⑷ 大型トラック等は駐車できませんので、乗合せ等による来場をお願いします。

記

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

令和３年５月17日㈪

令和３年８月23日㈪ 午前

令和３年８月23日㈪ 午後

令和３年11月８日㈪ 午前

令和３年11月８日㈪ 午後

令和3年４月15日㈭～令和3年５月７日㈮

令和3年７月14日㈬～令和3年８月６日㈮

令和3年７月14日㈬～令和3年８月６日㈮

令和3年10月12日㈫～令和3年10月26日㈫

令和3年10月12日㈫～令和3年10月26日㈫

申請受付期間研修日
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東北運輸局福島運輸支局長 殿

令和　　　　年　　　　月　　　　日　

１．受講申請者の住所、氏名等を記載願います。

（氏名･ふりがな･生年月日は研修修了証を作成するときに使いますので、楷書で正確に記載願います。）

ふりがな

住　　所

ふりがな

氏　　名

昭　　和

平　　成

２．整備管理者として選任される予定の事業場の車両台数等について記載願います。

選任基準 選任基準

台数 台数

事業用バス

（レンタカーバスを含む）

定員３０人以上 1

定員１１人以上

２９人以下

10

タクシー 定員１０人以下 5

定員１０人以下

総重量８トン以上

定員１０人以下
（レンタのみ）

総重量８トン未満 10

10

３．事業者の連絡先等について（電話･ＦＡＸは必ず記入をお願いします。）

ふりがな

所属事業場名

ふりがな

営業所等名

連　絡　先

午前午後選択

(各回申込100名超の場合のみ抽選があり、抽選から漏れた場合のみご連絡差し上げます。）

生年月日 年 月 日 　生

整備管理者選任前研修 受講申請書

管理する自動車の種別 自家用･事業用の別　（□にチェックを入れてください）

車　種

乗車定員・

車両総重量

□　事業用　（緑ナンバー） □　自家用　（白ナンバー）

管理台数 管理台数

自家用バス

2

定員１１人以上 1 1

5

レンタカー（乗用車）

トラック等 5

ＴＥＬ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ　　

希望に○(5/17は午後の部のみなので不要）　　　午前　　　　午後　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

軽貨物事業用（黒ナンバー）
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女性部会女性部会

　（公社）福島県トラック協会では業界の後継者育成のため、平成25年より青年部会を設立し、青年
組織を強化する活動を行っております。
　青年部会では今後も様々な事業や研修会を積極的に開催し、会員相互研鑽の場を広めることで、
次代を担う経営者及び幹部候補の人格教養および経営能力を高めるための活動を展開してまいりま
すので、事業経営の中枢を担う人材がいらっしゃいましたら、是非とも入会をご検討ください。

このページをコピーして、ＦＡＸでお申し込みください。（ＦＡＸ ０２４-５５８-７７３１： 業務部宛）
入会申込書

（公社）福島県トラック協会青年部会
　　　部会員募集について
（公社）福島県トラック協会青年部会
　　　部会員募集について
（公社）福島県トラック協会青年部会
　　　部会員募集について

青年部会青年部会

〇 資　　格
　満年齢が55歳未満

〇 会　　費
月額2,000円（納入は年２回で福島県トラック協会
会費と併せて請求いたします。）

〇 部会員数　96名（2021年３月時点）
県北支部 20名　県中支部 20名　県 南 支 部 20名
会津支部 13名　相双支部 10名　いわき支部 13名

〇 主な活動
①事業の近代化、合理化を推進するための講演会及

び研修会等の実施（２～３月頃）
②全ト協・東北ブロック等で開催する事業への参加
　（公社）全日本トラック協会青年部会全国大会への参加（２月）
　（公社）全日本トラック協会青年部会東北ブロック大

会への参加（９～11月頃）
③業界ＰＲに係る広報及び地域貢献活動
　「トラックの日」フェスタの企画・運営（女性部会と連携）
　福島県トラック協会事業への積極的参加
　小学生向け物流交流授業の開催

郵便番号　〒

住　　所

会 社 名

氏　　名

電　　話

役　　職

Ｆ　Ａ　Ｘ

メ　ー　ル

郵便番号　〒

住　　所

会 社 名

氏　　名

電　　話

役　　職

Ｆ　Ａ　Ｘ

メ　ー　ル

　事業承継や運転手確保の課題、女性活躍が期待されている社会情勢から、今まさに女性が前に出
る時代です。福島県トラック協会女性部会は設立後まだ２年しか経過してないため、今はまだ顔合
わせと心合わせが中心の活動となっていましたが、次は行動が求められています。
　私たちがいるこの物流業界の健全な発展の促進と、女性の意見が通りやすい社会の実現に向け一
緒に活動してみませんか？　ご入会をお待ちしております。

このページをコピーして、ＦＡＸでお申し込みください。（ＦＡＸ ０２４-５５８-７７３１： 総務部宛）
入会申込書

（公社）福島県トラック協会女性部会
　　　部会員募集について
（公社）福島県トラック協会女性部会
　　　部会員募集について
（公社）福島県トラック協会女性部会
　　　部会員募集について

〇 入会費・会費　無料

〇 主な活動
•「トラックの日」フェスタへの参加
•トラックの森事業への参加
•全ト協・東北ブロック各女性組織が実施する活動への参加

〇 部会員数　42名（2021年３月時点）
県北支部 10名　県中支部 13名　県南支部  ７名
会津支部 ４名　相双支部  ８名

※いわき支部管内の部会員がおりません。

是非お誘い合せ頂けると幸いです。　 
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女性部会女性部会

　（公社）福島県トラック協会では業界の後継者育成のため、平成25年より青年部会を設立し、青年
組織を強化する活動を行っております。
　青年部会では今後も様々な事業や研修会を積極的に開催し、会員相互研鑽の場を広めることで、
次代を担う経営者及び幹部候補の人格教養および経営能力を高めるための活動を展開してまいりま
すので、事業経営の中枢を担う人材がいらっしゃいましたら、是非とも入会をご検討ください。

このページをコピーして、ＦＡＸでお申し込みください。（ＦＡＸ ０２４-５５８-７７３１： 業務部宛）
入会申込書

（公社）福島県トラック協会青年部会
　　　部会員募集について
（公社）福島県トラック協会青年部会
　　　部会員募集について
（公社）福島県トラック協会青年部会
　　　部会員募集について

青年部会青年部会

〇 資　　格
　満年齢が55歳未満

〇 会　　費
月額2,000円（納入は年２回で福島県トラック協会
会費と併せて請求いたします。）

〇 部会員数　96名（2021年３月時点）
県北支部 20名　県中支部 20名　県 南 支 部 20名
会津支部 13名　相双支部 10名　いわき支部 13名

〇 主な活動
①事業の近代化、合理化を推進するための講演会及

び研修会等の実施（２～３月頃）
②全ト協・東北ブロック等で開催する事業への参加
　（公社）全日本トラック協会青年部会全国大会への参加（２月）
　（公社）全日本トラック協会青年部会東北ブロック大

会への参加（９～11月頃）
③業界ＰＲに係る広報及び地域貢献活動
　「トラックの日」フェスタの企画・運営（女性部会と連携）
　福島県トラック協会事業への積極的参加
　小学生向け物流交流授業の開催

郵便番号　〒

住　　所

会 社 名

氏　　名

電　　話

役　　職

Ｆ　Ａ　Ｘ

メ　ー　ル

郵便番号　〒

住　　所

会 社 名

氏　　名

電　　話

役　　職

Ｆ　Ａ　Ｘ

メ　ー　ル

　事業承継や運転手確保の課題、女性活躍が期待されている社会情勢から、今まさに女性が前に出
る時代です。福島県トラック協会女性部会は設立後まだ２年しか経過してないため、今はまだ顔合
わせと心合わせが中心の活動となっていましたが、次は行動が求められています。
　私たちがいるこの物流業界の健全な発展の促進と、女性の意見が通りやすい社会の実現に向け一
緒に活動してみませんか？　ご入会をお待ちしております。

このページをコピーして、ＦＡＸでお申し込みください。（ＦＡＸ ０２４-５５８-７７３１： 総務部宛）
入会申込書

（公社）福島県トラック協会女性部会
　　　部会員募集について
（公社）福島県トラック協会女性部会
　　　部会員募集について
（公社）福島県トラック協会女性部会
　　　部会員募集について

〇 入会費・会費　無料

〇 主な活動
•「トラックの日」フェスタへの参加
•トラックの森事業への参加
•全ト協・東北ブロック各女性組織が実施する活動への参加

〇 部会員数　42名（2021年３月時点）
県北支部 10名　県中支部 13名　県南支部  ７名
会津支部 ４名　相双支部  ８名

※いわき支部管内の部会員がおりません。

是非お誘い合せ頂けると幸いです。　 
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令和３(2021)年度 技能講習等 実施計画令和３(2021)年度 技能講習等 実施計画令和３(2021)年度 技能講習等 実施計画陸 災 防陸 災 防

保存版
　　　　 　

 

 

【フォークリフト運転技能講習】 【フォークリフト運転技能講習】  

学　科 学　科

１：１２（水）～１４（金） ２：１８（火）～２０（木）

３：２５（火）～２７（木）

１：１２（水）～１４（金） ２：１８（火）～２０（木）

３：２５（火）～２７（木）

１：　８（火）～１０（木） ２：１５（火）～１７（木）

３：２２（火）～２４（木）

１：　２（水）～　４（金） ２：　８（火）～１０（木）

３：１５（火）～１７（木） ４：２２（火）～２４（木）

会　津① ２７（木） 40 １：　２（水）～　４（金） ２：　８（火）～１０（木）

福　島③ ２８（月） １：１５（火）～１７（木） ２：２１（月）～２３(水) 80 ３：１５（火）～１７（木）

１：　２（水）～　４（金） ２：　８（火）～１０（木） 【ショベルローダー等運転技能講習】

３：１５（火）～１７（木） ４：２１（月）～２３（水）

１：　２（水）～　４（金） ２：　８（火）～１０（木） 開催地 開催日 開催地

３：１５（火）～１７（木） 　

会　津② １０（木） １：　２（水）～　４（金） ２：　７（月）～ ９（水） 40

１：　１（木）～　３（土） ２：　６（火）～　８（木）

３：１３（火）～１５（木）

１：　１（木）～　３（土） ２：　６（火）～　８（木）

３：１３（火）～１５（木） ４：１９（月）～２１（水）

１：　６（火）～　８（木） ２：１３（火）～１５（木） 【はい作業主任者技能講習】

開催月 開催地　講　習　開　催　日

福　島⑤
〔２３（月)〕

24(火)
１：　３（火）～　５（木） ２：１８（水）～２０（金） 80 ４月４月４月４月 福　島① 　１（木）　　２（金）

１：　３（火）～　５（木） ２：１８（水）～２０（金） ６月６月６月６月 いわき① ２２（火）　２３（水）

３：２４（火）～２６（木） 　 ７月７月７月７月 郡　山① 　７（水）　　８（木）

１：　３（火）～　５（木） ２：１８（水）～２０（金） ８月８月８月８月 郡　山② １９（木）　２０（金）

３：２３（月）～２５（水） 　 ９月９月９月９月 福　島② ２１（火）　２２（水）

１：　１（水）～　３（金） ２：　７（火）～　９（木） １０月１０月１０月１０月 郡　山③ １３（水）　１４（木）

３：１４（火）～１６（木） １２月１２月１２月１２月 郡　山④ 　２（木）　　３（金）

１：　１（水）～　３（金） ２：　７（火）～　９（木） ２月２月２月２月 いわき② ２１（月）　２２（火）

３：１４（火）～１６（木） ４：２７（月）～２９（水） ３月３月３月３月 郡　山⑤ ２２（火）　２３（水）

１：　１（水）～　３（金） ２：　７（火）～　９（木） 【安全衛生等講習】

３：１４（火）～１６（木） ４：２１（火）～２３（木）  開催月 開催地

１：　５（火）～　７（木） ２：１２（火）～１４（木） ７月７月７月７月 郡　山 ２１（水）

３：１９（火）～２１（木） １１月１１月１１月１１月 郡　山 １７（水）

１：　５（火）～　７（木） ２：１２（火）～１４（木） ７月７月７月７月 郡　山 １４（水）

３：１９（火）～２１（木） ４：２６（火）～２８（木） ２月２月２月２月 郡　山 １６（水）

１：　５（火）～　７（木） ２：１２（火）～１４（木） 9月9月9月9月 郡　山 １５（水）

３：１９（火）～２１（木） １月１月１月１月 郡　山 ２６（水）

福　島⑧ ２２（月） １：　８（月）～１０（水） ２：１６（火）～１８（木） 80 安全衛生推進者養成講習 ２月２月２月２月 郡　山 　８（火）　　９（水）

１：　８（月）～１０（水） ２：１６（火）～１８（木） 8月8月8月8月 　４(水)　　　５(木)

３：２４（水）～２６（金） 　 ３月３月３月３月 　３(木)　　　４(金)

１：　４（木）～　６（土） ２：　８（月）～１０（水）

３：１６（火）～１８（木） 　

郡　山⑨ １０（金） １：　１（水）～　３（金） ２：　７（火）～　９（木） 40

いわき⑨ １４（火） １：　１（水）～　３（金） ２：　７（火）～　９（木） 60

 TEL：024-558-9011　　FAX：024-559-1161

※ 講習に関する詳細は　Http：//ｗｗｗ.f-rikusai.org/

20

※学科の〔　〕は4時間：自動車運転免許証を有しない者対象

※会場の都合及び事変等により変更又は中止する場合があります

定
員講　習　開　催　日

９月９月９月９月 いわき① ２８（火） いわき
１：　1（水）～　3（金） ２：　７（火）～　９（木）

40

【はい作業主任者技能講習】福島労働局長登録第10号(有効期間満了日2024.3.30)

【フォークリフト運転技能講習】福島労働局長登録第8号（有効期間満了日2024.3.30)

３０（火） 60
車両系荷役運搬機械等作
業指揮者・積卸し作業指揮
者安全教育講習

100

いわき⑤
〔２６(木)〕
２７(金)

90

70

１：　１（木）～　３（土） ２：　６（火）～　８（木）
90

２：　８（火）～１０（木）

２：１３（火）～１５（木）
100

２：　８（火）～１０（木）
60

２８（金） 60
３：２０（火）～２２（木）

４：２０（火）～２２（木）

１月１月１月１月

80

２月２月２月２月
１：　２（水）～　４（金）

２５（金）
１：　２（水）～　４（金）

80

郡　山⑪

３１（月）
３：１３（火）～１５（木）

３：１３（火）～１５（木）

１２月１２月１２月１２月

いわき⑧ １９（金）

１１月１１月１１月１１月
郡　山⑧

福　島② １４（金）
３：１１（火）～１３（木）

100

いわき② ２１（金）

１：１８（火）～２０（木）

３：１８（火）～２０（木） ４：２４（月）～２６（水）

２：２４（月）～２６（水）

１：　６（木）～　８（土） ２：１１（火）～１３（木）

３：１８（火）～２０（木）

80

90

３：１５（火）～１７（木）
いわき⑪ １８（金）

３：１５（火）～１７（木）

１０月１０月１０月１０月 郡　山⑦ ２９（金） 80

福　島⑦ ２５（月） 100

９月９月９月９月

８月８月８月８月

７月７月７月７月

５月５月５月５月

１：4/26（月）～4/28（水） ２：　６（木）～　８（土）

いわき① ２０（火）
１：　１（木）～　３（土） ２：　６（火）～　８（木）

90

荷役災害防止担当者安全
衛生教育講習

陸上貨物運送事業労働災害防止協会　福島県支部陸上貨物運送事業労働災害防止協会　福島県支部陸上貨物運送事業労働災害防止協会　福島県支部陸上貨物運送事業労働災害防止協会　福島県支部

90

【ショベルローダー等運転技能講習】福島労働局長登録第60号(有効期間満了日2024.3.30)

90

いわき⑥

郡　山

【安全衛生推進者養成講習】福島労働局長登録第4号(有効期間満了日2024.10.26)

２４（金）

郡　山⑥ 80

講　　習

100

定員

３０（木）

100

いわき⑦ ２２（金） 90

100

100

100

100

福　島⑥ １７（金） 100
100

　２月　２月　２月　２月
・３月・３月・３月・３月

　講 習 開 催 日

３月３月３月３月

福　島⑨

郡　山⑤ ３１（火） 60
100

90

80
１：２/１５（火）～１７（木） ２：２/２５（金）～２７（日）

３：３/　２（水）～　４（金）

３：１９（月）～２１（水）

２７（火）

福　島④ ２０（火） 100

いわき④

３：１４（火）～１６（木）

郡　山③ ３０（水）

100

80

80

いわき③ １８（金） 90

４：３/　８（火）～１０（木）

　３０（金）
〔31(土)〕 ４：２６（月）～２８（水）

郡　山④

開催月
学　　科 実　　　　技

11月11月11月11月
・12月・12月・12月・12月

福　島① 12/6(月)

４：２１（火）～２３（木）

福　島 １：１１/２４（水）～２６（金） ２：12/　1（水）～　３（金）

１８（金）

郡　山① ２７（火） いわき⑩

保存版

開催月 開催地
講　習　開　催　日 定

員
開催月 開催地

４月４月４月４月

福　島① ２３（金）
１：　６（火）～　８（木）

講　習　開　催　日

２５（金）

２９（火）

郡　山② ３１（月）
１：　６（木）～　８（土） ２：１１（火）～１３（木）

６月６月６月６月

定
員実　　　　　　　　　　技 実　　　　　　　　　　技

令和3(2021)年度 技能講習等 実施計画令和3(2021)年度 技能講習等 実施計画令和3(2021)年度 技能講習等 実施計画令和3(2021)年度 技能講習等 実施計画

100

100

100

いわき② ３/１１(金) いわき 40

100

フォークリフト運転業務従事
者安全教育講習

交通労働災害防止担当管
理者講習

100

100

100

100

100

定員

郡　山⑩

いわき⑫

郡　山⑫

陸災防 福島県支部 検 索陸災防 福島県支部 検 索陸災防 福島県支部 検 索陸災防 福島県支部 検 索陸災防 福島県支部 検 索陸災防 福島県支部 検検検検 索索索索陸災防 福島県支部 検 索陸災防 福島県支部 検 索陸災防 福島県支部 検 索陸災防 福島県支部 検 索陸災防 福島県支部 検 索陸災防 福島県支部 検検検検 索索索索陸災防 福島県支部 検 索陸災防 福島県支部 検 索陸災防 福島県支部 検 索陸災防 福島県支部 検 索陸災防 福島県支部 検 索陸災防 福島県支部 検検検検 索索索索
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令和３(2021)年度 技能講習等 実施計画令和３(2021)年度 技能講習等 実施計画令和３(2021)年度 技能講習等 実施計画陸 災 防陸 災 防

保存版 　最大荷重1トン以上のフォークリフトの運転業務は、労働安全衛生法第61条、施行令第20条第11号
の規定により、都道府県労働局長登録教習機関の実施する「フォークリフト運転技能講習」の修了者で
なければその業務に就かせてはならないと定められています。本講習は、福島労働局長登録教習機関と
して、労働安全衛生規則第83条「フォークリフト運転技能講習規程」に基づき実施する資格取得の講
習です。

　最大荷重1トン以上のショベルローダー又はフォークローダーの運転業務は、労働安全衛生法第61
条、施行令第20条第11号の規定により、都道府県労働局長登録教習機関の実施する「ショベルロー
ダー等運転技能講習」の修了者でなければその業務に就かせてはならないと定められています。本講習
は、福島労働局長登録教習機関として、労働安全衛生規則第83条「ショベルローダー等運転技能講習
規程」に基づき実施する資格取得の講習です。

　荷（ばら物を除く）の高さが２メートル以上の「はい付け」「はいくずし」の作業（荷役機械の運転
者のみによって行われる場合を除く）を行う時は、労働安全衛生法第14条において、都道府県労働局
長登録教習機関の実施する「はい作業主任者技能講習」を修了した者のうちから作業主任者を選任し、
その者に当該作業に従事する労働者を直接指揮・監督させることと定められています。本講習は、福島
労働局長登録教習機関として、労働安全衛生規則第83条「はい作業主任者技能講習規程」に基づき実
施する資格取得の講習です。

　常時10人以上50人未満の労働者を使用する事業場については、労働安全衛生法第12条の2の規定
により、一定の資格を持った安全衛生推進者の選任が義務づけられています。その選任に当っては、
都道府県労働局長登録教習機関の実施する講習を修了した者（その他必要な能力を有する者）と定め
られています。本講習は、福島労働局長登録教習機関として、労働安全衛生法及び労働安全衛生規則
(S47.9.30労働省令第44号)に基づき実施する安全衛生推進者選任予定者の資格取得の講習です。

　厚生労働省は「交通労働災害防止のためのガイドライン」（H6.2制定/H30.6改正）を制定し、事業
者は「交通労働災害防止担当管理者」を選任し、交通労働災害防止に係わる職務を励行させ、選任され
た管理者に対し必要な教育を実施することと示しています。本講習は、運行管理者（又は運行管理者基
礎講習修了者）を対象とした当該管理者（又は選任予定者）の能力向上を図るため、ガイドラインの教
育カリキュラムに基づき実施する教育講習です。

　厚生労働省は「陸上貨物運送事業における荷役作業の安全対策ガイドライン（以下「荷役ガイドラ
イン」という）」（H25.3.25 基発0325第１号）を制定し、事業者は「荷役災害防止担当者」を指名
し、その担当者に対し荷役災害防止に必要な教育を実施することと示しています。本講習は、当該担
当者の荷役災害防止及び荷役作業安全衛生教育等の能力向上を図るため、荷役ガイドラインの教育カリ
キュラムに基づき実施する教育講習です。

　労働安全衛生法第60条の2において｢事業者は、その事業場における安全衛生水準の向上を図るた
め、危険又は有害な業務に現に就いている者に対し、その従事する業務に関する安全又は衛生のため
の教育を行うように努めなければならない。｣と定めています。その安全衛生教育に関する指針として
｢フォークリフト運転業務安全衛生教育について｣（H2.3.1基発第114号）をもって、教育カリキュラ
ムが示され、更に「事業者は、従業員に対し一定期間（概ね５年）ごとに当該教育を実施するよう努
めなければならない。」と示されています。本講習は、フォークリフト運転業務従事者の災害防止の
ため、安全衛生教育指針の教育カリキュラムに基づき実施する教育講習です。

　荷役作業における労働災害を防止するため、車両系荷役運搬機械等を用いて作業をする場合の「車両
系荷役運搬機械等作業指揮者」、一の荷でその重量が100キログラム以上のものを貨物自動車等に積卸
しする作業を行う場合の「積卸し作業指揮者」の選任が法令で定められています。更に、作業指揮者の
職務を遂行するために必要な教育内容として厚生労働省の通達で示されています。本講習は、当該作業
指揮者に対し、厚生労働省が示す教育カリキュラムに基づき実施する教育講習です。 
【法令等】安衛則：151の4、151の62、151の70、420　通達：H4.12.11基発650号、S60.3.13基発133号
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　陸災防福島県支部は、令和3年度も、下記の本部募集要領に基づき、安全意識の高揚を図り、労働
災害防止をめざし取り組みを行います。会員事業場の皆様の多数の応募をお待ちしています。
　毎年、福島県支部は、全国最多の応募をいただき、多数の作品が入選しています。
 応 募 先　　会員事業場は、陸災防各所属分会（県ト協各支部）に応募願います。
　　　　　　　福島県支部では各分会が取りまとめ、支部に集約し本部に一括で応募いたします。

※応募は、本部に直接、はがき、封書、Ｅメール、FAXにてご応募いただいても結構ですが、できる
だけ所属分会又は支部に応募願います。

　　　　　　　陸上貨物運送事業労働災害防止協会　福島県支部　事務局
　　　　　　　〒960-0231 福島市飯坂町平野若狭小屋32 TEL：024-558-9011　FAX：024-559-1161
　募集締切　　令和3年４月23日㈮　福島県支部 必着（本部最終締切　４月30日㈮）

企業・事業場における安全衛生意識の高揚を図り、自主的な労働安全衛生活動の推進に寄与する。

⑴　「荷役」部門………………荷役作業における労働災害の防止を呼びかけるもの
（例）危険予知活動、リスクアセスメント、法令遵守、荷役災害防止、転倒防止、フォーク

リフト・ロールボックスパレット等災害防止に関するもの
⑵　「交通」部門………………交通労働災害の防止を呼びかけるもの

（例）過労運転防止のための運行管理、法令遵守、交通KYT、安全運転等に関するもの
⑶　「健康」部門………………健康の確保・増進を呼びかけるもの

（例）ストレスチェック等のメンタルヘルス対策、健康診断の徹底、過重労働対策に関するもの

　　　　　　　　　  入選作品数　　　　　　　　　　賞　品
　最優秀賞　　３作品（各部門毎１作品）　　２万円分の図書カード
　優　秀　賞　　３作品（各部門毎１作品）　　５千円分の図書カード　

※令和３年６月上旬迄に入選者を決定し、当協会のホームページ等で公表します。

次にいずれかに該当する方（その家族を含む。）
⑴　陸上貨物運送事業労働災害防止協会会員事業場の役員・従業員
⑵　陸災防協会の労働災害防止活動に理解・ご支援をいただいている企業・団体・事業場等の役

員・従業員
⑶　陸災防協会支部の役職員

応募は、１人・１部門当たり３作品以内とし、応募作品（自作・未発表のものに限る。）には、
必ず次の事項を記載してください。応募用紙は、当協会本部のホームページからダウンロードで
きます。
⑴　作者氏名及びふりがな
⑵　応募者の勤務先名（所属部課店所名）、勤務先住所・郵便番号・電話番号
⑶　部門種別（①荷役、②交通、③健康）

※事業場等で一括して応募される場合、事業場一括応募用紙を使い、応募作品１件毎に作者
名と標語の部門種別を明確に記載願います。

※記載の個人情報は、入選者の確認と通知、入選者の公表等のため利用しその他の目的で使
用しません。

⑴　入選作品の著作権は陸災防協会に属するものとします。
⑵　入選作品は、陸災防協会が作成する安全ポスターのスローガン等に使用します。
⑶　入選作品はより具体的かつ簡明な表現となるよう若干の変更をお願いする場合があります。

陸上貨物運送事業労働災害防止協会　総務部広報課

〒108-0014　東京都港区芝５－35－2　安全衛生総合会館10階
TEL　03－3455－3857　／　FAX　03－3453－7561

目 的

テ ー マ

入 選・賞 品

応 募 資 格

応 募 方 法

著 作 権 等

主 催

問 合 せ 先

令和3（2021）年度「安全衛生標語」　募集要領

令和３（2021）年度「安全衛生標語」募集のご案内令和３（2021）年度「安全衛生標語」募集のご案内令和３（2021）年度「安全衛生標語」募集のご案内陸 災 防陸 災 防
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　陸上貨物運送事業労働災害防止協会（略称：陸災防）では、企業・事業場の自主的安全活動の促
進を図ることを目的とし、小企業（常時29人以下の労働者を使用する）事業場を対象として「小企
業無災害記録表彰制度」を行っております。
　表彰は、第１種（３年間無災害）～第５種（15年間無災害）があります。
　無災害達成事業場には、陸災防会長名による表彰状と記念品（ペナント・楯）が授与されるほ
か、陸災防ホームページ、陸災防会報「陸運と安全衛生」に表彰事業場名が掲載されます。また、
陸災防本部より福島労働局と所轄監督署に受賞報告されます。
　下記事項に基づき積極的に申請いただき、事業場の無災害達成目標等、労働災害防止活動に是非
活用願います。

記
１．表彰対象事業場
　　陸災防会員で、常時29人以下の労働者を使用する事業場（全社ではなく事業場単位労働者数）

２．表彰の種類（原則として第１種より段階的に申請となりますが、第２種以上からでも申請できます）

　　　表 彰 種 類  　第１種　　第２種　  第３種　   第４種　  第５種

　　　無 災 害 期 間　 ３年間　　５年間　  ７年間　   10年間　  15年間

３．無災害記録
　⑴ 　無災害期間とは、休業１日以上の業務上死傷災害がない期間
　⑵　 無災害起算日は、休業１日以上の業務上死傷災害が発生した翌日

４．申請受付
　⑴ 　陸災防所属分会（トラック協会支部）事務局にて、常時受付していますので、お問合せ願います。
　⑵ 　申請は無料です。

５．申請から受賞までの手順
　【申請事業場】　　　【陸災防 分会】　　【陸災防 県支部】　  　　　　【陸災防 本部】
    ※分会に申請　　　　 ※県支部申請　　 　 ※本部申請　　　　　　　　　※審査・決定

　　　申請書　　　　　　　申請書　　　　　　　申請書

　　  （1通）　　　　　　 （1通）　　  　　　　（1通）　

　　※分会に提出　　　  ※監督署証明           ※監督署証明（済）

　　　証明願　　　　　　　証明願　　　　　　　証明書

　　（同意書）　　　　　（同意書）　　　　　（同意書）

　

「小企業無災害記録表彰制度」をご活用ください「小企業無災害記録表彰制度」をご活用ください「小企業無災害記録表彰制度」をご活用ください陸 災 防陸 災 防

＊県支部に賞状・記念品送付

＊分会を通じ事業場に授与

＊本部より労働局・監督署に受賞報告

　【表彰状】 　　　【ペナント】１種（3年）　   ２種（5年）　   ３種（7年）　 ４種（10年）　　  【楯】５種（15年）

 

　陸災防福島県支部は、令和3年度も、下記の本部募集要領に基づき、安全意識の高揚を図り、労働
災害防止をめざし取り組みを行います。会員事業場の皆様の多数の応募をお待ちしています。
　毎年、福島県支部は、全国最多の応募をいただき、多数の作品が入選しています。
 応 募 先　　会員事業場は、陸災防各所属分会（県ト協各支部）に応募願います。
　　　　　　　福島県支部では各分会が取りまとめ、支部に集約し本部に一括で応募いたします。

※応募は、本部に直接、はがき、封書、Ｅメール、FAXにてご応募いただいても結構ですが、できる
だけ所属分会又は支部に応募願います。

　　　　　　　陸上貨物運送事業労働災害防止協会　福島県支部　事務局
　　　　　　　〒960-0231 福島市飯坂町平野若狭小屋32 TEL：024-558-9011　FAX：024-559-1161
　募集締切　　令和3年４月23日㈮　福島県支部 必着（本部最終締切　４月30日㈮）

企業・事業場における安全衛生意識の高揚を図り、自主的な労働安全衛生活動の推進に寄与する。

⑴　「荷役」部門………………荷役作業における労働災害の防止を呼びかけるもの
（例）危険予知活動、リスクアセスメント、法令遵守、荷役災害防止、転倒防止、フォーク

リフト・ロールボックスパレット等災害防止に関するもの
⑵　「交通」部門………………交通労働災害の防止を呼びかけるもの

（例）過労運転防止のための運行管理、法令遵守、交通KYT、安全運転等に関するもの
⑶　「健康」部門………………健康の確保・増進を呼びかけるもの

（例）ストレスチェック等のメンタルヘルス対策、健康診断の徹底、過重労働対策に関するもの

　　　　　　　　　  入選作品数　　　　　　　　　　賞　品
　最優秀賞　　３作品（各部門毎１作品）　　２万円分の図書カード
　優　秀　賞　　３作品（各部門毎１作品）　　５千円分の図書カード　

※令和３年６月上旬迄に入選者を決定し、当協会のホームページ等で公表します。

次にいずれかに該当する方（その家族を含む。）
⑴　陸上貨物運送事業労働災害防止協会会員事業場の役員・従業員
⑵　陸災防協会の労働災害防止活動に理解・ご支援をいただいている企業・団体・事業場等の役

員・従業員
⑶　陸災防協会支部の役職員

応募は、１人・１部門当たり３作品以内とし、応募作品（自作・未発表のものに限る。）には、
必ず次の事項を記載してください。応募用紙は、当協会本部のホームページからダウンロードで
きます。
⑴　作者氏名及びふりがな
⑵　応募者の勤務先名（所属部課店所名）、勤務先住所・郵便番号・電話番号
⑶　部門種別（①荷役、②交通、③健康）

※事業場等で一括して応募される場合、事業場一括応募用紙を使い、応募作品１件毎に作者
名と標語の部門種別を明確に記載願います。

※記載の個人情報は、入選者の確認と通知、入選者の公表等のため利用しその他の目的で使
用しません。

⑴　入選作品の著作権は陸災防協会に属するものとします。
⑵　入選作品は、陸災防協会が作成する安全ポスターのスローガン等に使用します。
⑶　入選作品はより具体的かつ簡明な表現となるよう若干の変更をお願いする場合があります。

陸上貨物運送事業労働災害防止協会　総務部広報課

〒108-0014　東京都港区芝５－35－2　安全衛生総合会館10階
TEL　03－3455－3857　／　FAX　03－3453－7561

目 的

テ ー マ

入 選・賞 品

応 募 資 格

応 募 方 法

著 作 権 等

主 催

問 合 せ 先

令和3（2021）年度「安全衛生標語」　募集要領

令和３（2021）年度「安全衛生標語」募集のご案内令和３（2021）年度「安全衛生標語」募集のご案内令和３（2021）年度「安全衛生標語」募集のご案内陸 災 防陸 災 防
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第３回交付金委員会

適正化事業評議委員会

第６回常任理事会

第６回理事会

  5日㈮

15日㈪

25日㈭

郡山市「 県中研修センター」

福島市「ザ・セレクトン福島」

福島市「ザ・セレクトン福島」

郡山市「 県中研修センター」

交通事故統計交通事故統計交通事故統計お知らせお知らせ

　第一当事者が県内居住の事業用貨物車の交通事故発生状況は2020年に比べ2021年では発生件数
（－4）、死者数（＋0）、傷者数（－4）となっている。交通規則を守ることは、社会人としての基本的な責
務です。会員事業所におかれましても、プロドライバーとして、より一層の交通安全対策をお願いします。

第一当事者が県内居住の事業用貨物車の交通事故発生状況（１月末）

交通ルールの遵守、思いやり運転等交通マナーアップ　交差点での安全確認の励行　速度の抑制

発生件数

死 者 数

傷 者 数

発生件数

死 者 数

傷 者 数

1月 3月2月 4月 5月 6月 8月 9月

2020
年（
概
数
）
2021
年（
概
数
）

7月 11月 12月10月２０２０年

に比べて

の増減数

合計

5

0

5

1

0

1

年間合計

63

1

85

－4

0

　－4

5

0

5

1

0

1

日　程 行　　事　　内　　容 開　催　場　所

３月の行事予定３月の行事予定

全 ト 協全 ト 協

　全ト協では、今般、事業者やトラックドライバーが都合のよい時間帯に、感染
症の不安なく受講（視聴）することができる、WEBセミナー「新型コロナウイル
スを踏まえた事業者における感染症対策」を制作いたしました。
　新型コロナウイルスが未だ終息の見えない状況の中で、国民生活の維持に欠か

せない『エッセンシャルワーカー』として、最前線で活躍しているトラックドライバーを守るた
め、WEBセミナーを受講いただき、健康・安全・安心な職場を目指してください。
　なお、本WEBセミナーは広く関係者（会員事業者以外）の方にも受講（視聴）していただけます。

当セミナーの詳細については全ト協HPにてご確認下さい。   
全ト協HP：https://www.jta.or.jp/rodotaisaku/seminar/coronavirus_seminar.html

「新型コロナウイルスを踏まえた事業者における
感染症対策」のご案内（令和３年３月末まで公開）
「新型コロナウイルスを踏まえた事業者における
感染症対策」のご案内（令和３年３月末まで公開）
「新型コロナウイルスを踏まえた事業者における
感染症対策」のご案内（令和３年３月末まで公開）

WEBセミナー


